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当店のDPプローブは計測器の入力BNCコネクタ（外側部の導体が）がアースされた条件を ＠2014
元に設計されています。通常のオシロ入力ではアースが自動的*に取れます。*AC電源接続の3ピンのGND線がアースに繋がっている場合です。
絶縁・フローティング入力の場合は自動的にアースが取れず、機器に高圧が
帯電して感電したり、絶縁破壊の危険が有りますから、アースラインを取ります。 floating input , isolated from earth
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ように進言しています

計測器の入力は、BNC型、バナナ型入力が一般的。 アースを確実に取ります

差動型プローブの出力はBNCケーブルが一般的です。 ↓ACプラグアース端子付
BNCコネクタにアダプタを付けて、アース線を付け、接地します。
バナナプラグ端子はGND側にアース線を付け、接地します。

計測器のGND端子やキャビネットなど金属部へ繋ぎます。

（いずれも、アースが取れている必要あり。右上の様なAC接続プラグが

アースされていない場合も多く有り危険です）
高電圧計測時は、測定者を守る為にも、外乱ノイズ除去のためにも、アースを必ず取ります。

絶縁になりやすい


